実技課題
実技課題

「RTOSを用いた制御プログラミング」
	１　作業時間

　　
１２０分

２　配付資料


問題用紙，解答用紙

３　課題作成、提出方法


解答用紙のみを回収します




１．課題
　RTOSを用いてマイコン周辺機能を制御するプログラムを作成する。
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図 1：課題のイメージ
２．開発環境
　開発環境は以下のとおりとする。なお開発環境については構築済のものを使用する。
	項目
	詳細
	備考

	ターゲット
	ARM9(ARM926EJ-S)
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実習機(参考)

	統合開発環境
	Eclipse
	

	コンパイラ
	GCC
	

	デバッガ
	OpenOCD
	

	RTOS
	TOPPERS
	

	ターミナルソフト
	Tera Term
	


　※上記の表の機器、開発環境は参考例
３．課題の仕様
　以下の機能を持つプログラムを、RTOSで制御する。以下の3～7から1つ以上を選択し選択欄に○を記入する。なお6, 7については追加機能とする。
	選択
	No.
	仕様

	◎
	１
	PCより受信したコマンドによりLEDを制御する。

	◎
	２
	スイッチの状態に変化があるとPCへ変化の内容を送信する。

	
	３
	PCからのコマンドによりスイッチの状態をPC側で取得する。

	
	４
	PCからのコマンドによりLEDの状態をPC側で取得する。

	
	５
	LCDに現在の時刻を表示する（RTCを用いてもよいものとする）

	
	６
	

	
	７
	


　４．提出物
　作成したプロジェクトのフォルダをネットワーク上へコピーして提出とする。
５．評価項目
